
【商業科・事務情報科】 ３年次 【選択】科目「ビジネス情報管理」授業のシラバス 
１ 概要 

教科名 商業 科目名 ビジネス情報管理 単位数（コマ数） ４（２１０） 

科目の 

目標 

情報通信ネットワークやビジネス情報システムに関する知識と技術を習得させ、ビジネスの諸活動において情報を管理

し、共有することの意義や必要性について理解させるとともに、業務の合理化を積極的に推進する能力と態度を育てる。 

教科書 

(出版社) 
ビジネス情報管理（実教出版） 

副教材 

(出版社) 
（授業開始後に教科担任より指示） 

 
２ 学習の方法 

(1) 予習について 

教科担当の先生の指示に従ってください。 

 

 

(2) 授業について 

毎時間の授業を大切に集中して取り組んでください。疑問点は遠慮なく質問してください。 

教科担当の先生の指示に従い、授業で使用するものを確認してください。もし忘れた場合は、授業が始まる前に教科担当の先生に

申し出てください。この授業で使うファイルは「プラスチックの青」です。 

小テストや答練の時間も多く取る予定です。 

 

 

(3) 復習について 

問題演習や答練については、必ず解き直し復習（家庭学習）を行ってください。 

日検受験希望者がいる場合は、放課後や昼休みにパソコン教室の使用を許可し開放することができますので、自ら進んで復習に取

り組んでください。 

 

 

〈学習アドバイス〉 

 １年次「情報処理」２年次「ビジネス情報」の学習内容を元に、情報システムの活用、業務の合理化、システム開発、ネットワー
ク構築など、より専門的な学習を行います。 

 全員で全商情報処理検定ビジネス情報部門１級に挑戦します。日々の積み重ねが結果につながりますので、毎時間の授業を大切に

取り組んでください。 
 日検情報処理技能検定「表計算」「データベース」やＪ検（情報検定）「情報システム試験」「情報活用試験」なども取り上げます

ので、積極的にチャレンジしてください。 

 
 
 

３ 評価について 

 (1) 評価の観点 

観 点 趣旨 

① 関心・意欲・態度 
ビジネスの諸活動において、情報システムを活用し、将来、業務の合理化を主体的、積極的に行い、
職場のリーダーとなる意欲と態度を持っている。 

② 思考・判断・表現 
適切な分析手法を用いて、業務の合理化を行うため、要求に応じた適切なシステムを開発するなどの
思考力・判断力・表現力を身につけている。 

③ 技能 
ビジネスにおける情報活用に必要な情報の分析、システムの開発、ネットワークの構築などの技能を

身につけている。 

④ 知識・理解 
ビジネスの諸活動に関する情報システムの意義や役割を理解するとともに、ビジネスにおける情報シ

ステムの活用を実践するために必要な知識を身につけている。 
 
 

 (2) 評価の方法（以下観点①～④は「(1) 評価の観点」と対応する） 

評価材料 
定期考査・確認テスト 授業態度 小テスト 

ノート 

プリント 
課題 

観 点 割合 

① 関心・意欲・態度 １０% △ ネットワーク構築実習も予定しています。 〇  ○ ◎ 

② 思考・判断・表現 ２５% ◎ 全商情報処理検定ビジネス情報部門１級レベル  〇 〇  

③ 技能 ４０% ◎ 全商情報処理検定ビジネス情報部門１級レベル  〇 〇 ○ 

④ 知識・理解 ２５% ◎ 全商情報処理検定ビジネス情報部門１級レベル  〇 〇  
 
 

〈担当者からのメッセージ〉 
●卒業後、社会の即戦力になれるよう、情報システムに関する高度なスキルを身に付けてください。 

●ＩＰＡ「ＩＴパスポート」「基本情報技術者試験」「情報セキュリティマネジメント試験」にも繋がる授業内容です。 
 

 

  



【商業科・事務情報科】 ３年次 【選択】科目「ビジネス情報管理」授業のシラバス 

４ 授業計画 

月 単元 
時 

数 
学習内容 

観点別 

評価 
到達目標 考査等 
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第１章 ビジネスと情報シス

テム 

第１節 ビジネスと情報の

管理 

第２節 情報システムと業

務の合理化 

 

 

 

第２章 情報通信ネットワー

クの構築と運用管理 

第１節 情報通信ネットワ

ークのしくみと通信

方法 

 

 

第２節 ネットワーク機器 

 

 

 

 

第３節 情報通信ネットワ

ークの設計 

 

 

第４節 ハードウェアとソ

フトウェアの導入 

第５節 運用管理 

 

 

 

 

第６節 ビジネス向けデバ

イスの活用とクラウ

ド 

第７節 情報通信ネットワ

ークの構築と運用管

理の実習 

 

 

第３章 ビジネス情報システ

ムの開発 

第１節 企業の経営戦略 

 

 

第２節 システム開発の手

法 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 システム開発の手

順 

 

 

第４節 ビジネス情報シス

テムの開発演習 

 

 

 

 

 

第４章 ビジネス情報システ

ムの課題と展望 

第１節 セキュリティの管

理 

 

 

第２節 情報システムの課

題と展望 
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計 

210 

 

 

 

１ ビジネスと情報共有 

２ ビジネスとＩＣＴ 

１ 情報システムと経営

マネジメント 

２ 業務の合理化とシス

テムの実際 

 

 

 

１ インターネットとＷ

ＡＮ 

２ ＬＡＮのアクセス制

御方式 

３ 通信プロトコル 

１ ネットワークインタ

ーフェース 

２ ＬＡＮ間接続装置 

３ インターネットへの

接続 

１ ネットワークの設計

手順 

２ ネットワークの導入

と運用管理 

１ ハードウェアの導入 

２ ソフトウェアの導入 

１ 管理ツールやセキュ

リティポリシーによる

運用管理 

２ システム障害や不正

アクセス対策 

１ 携帯情報端末の活用 

２ クラウドの利用 

 

１ 実習１ ネットワー

ク構成図の作成 

２ 実習２ ネットワー

ク設定案の作成 

 

 

 

１ 経営戦略の立案 

２ 販売情報の分析 

３ 財務情報の分析 

１ ソフトウェア開発モ

デル 

２ オブジェクト指向モ

デル 

３ プロジェクトマネジ

メント 

４ プロジェクトコスト

マネジメント 

５ プロジェクト品質マ

ネジメント 

１ ウォータフォールモ

デルによる開発 

２ プロトタイプモデル

による開発 

１ 表計算ソフトウェア

とデータベースソフト

ウェアを連携したシス

テムの開発 

２ ウェブサーバを利用

したシステムの開発 

 

 

 

１ セキュリティ管理の

必要性 

２ 情報を保護するため

の方法 

１ 情報システムの課題 

２ 情報システムの展望 
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ビジネスにおける情報の活用に興味を持ち、様々な情報処理システムの意義や役割について自分から進んで学ぶことができる。／ネットワーク社会における新しいビ

ジネス形態の進展やその課題について主体的に学ぶことができる。／ビジネスにおける情報共有の重要性について興味関心を持ち、自分から進んで調査することがで

きる。／経営マネジメントを支援するソリューションビジネスや、業務を統合し合理化するための情報システムについて自分から進んで学ぶことができる。 

ビジネスにおける情報共有の重要性について思考し、適切に表現できる。／情報システムを用いた、業務の効率化や業務の支援などの活用方法について考え、業務に

応じて適切な情報システムを判断し提案ができる。／ネットワーク社会における新しいビジネス形態の進展やその課題について主体的に考え、判断し表現できる。 

ビジネスと情報システムの関連および、経営マネジメントに関する基本的な知識を身につけている。／ビジネスにおける情報共有の必要性と情報共有を支援するシス

テムに関する知識を身に付けている。／企業において利用されているＳＦＡ、ＳＣＭ、ＣＲＭ、ＥＲＰなどの業務システムを学び、業務の合理化とシステムの実際に

ついての基本的な知識を身につけている。 

 

ネットワークの構築について関心を持ち、ネットワーク構築に必要なハードウェアやソフトウェアについての学習や実習に積極的に取り組むことができる。／ネット

ワークの管理やデータの保護、セキュリティ管理について関心を持ち、自分から進んで知識や技術を身につけることができる。／タブレットやスマートフォンなどの

デバイスを、ビジネスにどのように活用したら効果的かなど、積極的に情報を収集し、自分の考えとしてまとめることができる。 

ネットワーク構築に必要なハードウェアやソフトウェアを適切に選択できる。／ネットワークの特性や課題を理解し、適切な判断に基づくデータの保護やセキュリテ

ィの管理ができる。／ネットワークを設定するためのネットワークアドレスやホストアドレスを理解し、適切なネットワークの規模を判断できる。／実習において、

現状を分析し、ネットワークをどのように利用するかなどの要望事項を整理しまとめることができる。／要望事項に応じたネットワークの構成を考え、各機器に必要

な設定条件を計画書としてまとめ表現できる。 

簡易なネットワークを構築するためのハードウェア機器の設定、ソフトウェアの導入などの技術を身につけている。／サーバを利用した、簡易なファイルの共有管理、

データの保護、セキュリティの管理などができる。／ネットワークを構築するために有線 LAN、無線 LAN の接続設定、ネットワークアドレスやホストアドレスの

設定ができる。／管理ツールを利用し、セキュリティポリシーに基づいたネットワークの運用管理ができる。／システム障害、不正アクセスに対して適切に対処でき

る。／ビジネス向けデバイスやクラウドを活用する技能を身につけている。／情報通信ネットワークの構築と運用管理の実習を通して、基礎的な技術を身につけてい

る。 

ネットワークの構成、必要なハードウェア、ソフトウェアとその設定など、ネットワークの構築に必要となる基本的な知識を身につけている。／ネットワークの構築

についての基礎的な知識から、構築に必要なネットワークの設定方法，サーバの管理やセキュリティ管理の知識を理解している。／セキュリティポリシー策定の知識

を身につけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営戦略を立案するうえで必要な分析手法について関心を持ち、積極的に取り組むことができる。／販売情報の分析について関心を持ち、表計算ソフトウェアの機能

を利用した分析実習に積極的に取り組むことができる。／財務情報の分析について関心を持ち、財務諸表を用いて、財務に関する様々な分析方法を自分から進んで学

ぶことができる。／情報処理システムの開発に興味を持ち、その設計や作成の方法を積極的に学ぶことができる。／システム開発におけるプロジェクト管理に関心を

持ち、ソフトウェアの開発実習に積極的に取り組むことができる。／情報システムの開発実習に積極的・主体的に取り組むことができる。 

オペレーションズリサーチの様々な分析手法を活用して経営戦略分析の結果を表現できる。／財務情報や販売情報の分析結果から企業の財政状態や経営成績、販売成

績などを判断し表現できる。／表計算ソフトウェアを活用して、効率的な分析結果を適切に表現できる。／業務の特性を判断し、表計算ソフトウェアとデータベース

ソフトウェアの効果的な活用方法を思考し判断できる。／業務の特性を判断し、サーバを利用したウェブアプリケーションの効果的な活用方法を思考し判断できる。

／作成過程におけるエラーの処理や、作成したデータベースをより使いやすくするための修正などを、自らの判断で正しく設計できる。／保守管理に必要な適切な対

処方法を判断できる。 

表計算ソフトウェアを活用した，コアコンピタンス分析・ＳＷＯＴ分析・バリューチェーン分析・ＰＰＭ分析の技能を身につけている。／表計算ソフトウェアを活用

した，ＡＢＣ分析・損益分岐点分析の技能を身につけている。／表計算ソフトウェアを活用した，収益性・安全性・生産性・成長性の分析・キャッシュフロー分析の

技能を身につけている。／例題にしたがい，表計算ソフトウェアとデータベースソフトウェアを利用したシステムを開発する技能を身につけている。／例題にしたが

い，ウェブサーバを利用したウェブアプリケーションのシステムが開発できる技能を身につけている。 

企業経営の戦略決定に必要な，分析手法（コアコンピタンス・ＳＷＯＴ分析・バリューチェーン分析・ＰＰＭ分析）や活用のための知識を身につけている。／販売情

報の分析に必要な、分析手法（ＡＢＣ分析・損益分岐点分析）や活用のための知識を身につけている。／財務情報の分析に必要な、分析手法（収益性・安全性・生産

性・成長性の分析・キャッシュフロー分析）や活用のための知識を身につけている。／システム開発の各種開発手法について理解している。／プロジェクト管理、コ

ストマネジメント、品質マネジメントの管理技法について理解している。／システム開発の手順について理解している。 

 

セキュリティ管理の必要性について、積極的に学ぶことができる。／不正アクセスやコンピュータウイルスへの感染などがビジネスの諸活動に及ぼす影響について積

極的に考察することができる。／ユーザの管理、ファイアウォールの利用、暗号化など、情報を保護するための対策について積極的に学ぶことができる。／コンピュ

ータウイルスへの感染を予防するソフトウェアを導入し、活用するための技法を積極的に学ぶことができる。／情報システムが抱える課題について積極的に考察する

ことができる。／ＩＣＴが社会のどのような分野で活用されているかについて積極的に考察することができる。 

セキュリティ管理の必要性について、不正アクセスやコンピュータウイルスへの感染などがビジネスの諸活動に及ぼす影響を考察し，適切な対処を判断できる。／ユ

ーザの管理、ファイアウォールの利用、暗号化など、情報を保護するため適切な対処を判断できる。／コンピュータウイルスへの感染を予防するソフトウェアを導入

し、活用するための技法を習得するとともに、災害や外部からの侵入などから情報システムの関連設備を守る対策について適切な対処を判断できる。／オフショア開

発などの外部委託が、技術力の流出を招くことについて的確に表現できる。／人材育成の必要性について的確に表現できる。／情報システムが生活に及ぼす影響につ

いて的確に表現できる。／ＩＣＴが社会のどのような分野で活用されているかについて的確に表現できる。 

セキュリティ管理の必要性について、不正アクセスやコンピュータウイルスへの感染などがビジネスの諸活動に及ぼす影響を考察し適切に対処することができる。／

ユーザの管理、ファイアウォールの利用、暗号化など、情報を保護するために、適切に対処することができる。／コンピュータウイルスへの感染を予防するソフトウ

ェアを導入し、活用するための技法を習得し、災害や外部からの侵入などから情報システムの関連設備を守る対策について適切に対処することができる。 

セキュリティ管理の必要性について理解している。／情報を保護するための方法について、脅威となる事象とその対処方法を理解している。／ネットワーク社会の進

展に伴う新しいビジネスの実際やその課題を理解している。／災害や外部からの侵入などから情報システムの関連設備を守る知識を身に付けている。／オフショア開

発などの外部委託が、技術力の流出を招くなどの課題を理解している。／人材育成の必要性について理解している。／情報システムが生活に及ぼす影響について理解

している。／ＩＣＴが社会のどのような分野で活用されているか理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季休業明け 

確認テスト 

 

 

 

 

前期期末考査 

 

 

 

 

 

 

全商情報処理検定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

全商情報処理検定 

※ 観点別評価①は関心・意欲・態度、②は思考・判断・表現、③は技能、④は知識・理解を表しています。 
※ 授業計画は進度により前後することがあります。 


